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（公財）全国高体連ソフトボール専門部
（公財）日本ソフトボール協会　　　　

1． 目的
この申し合わせは、ソフトボール競技の普及、発展をはかりより充実した部活動を推進することを目的としたものである。

2． 外部監督の条件
（1） 各都道府県の教育委員会が外部監督を認め、当該学校の校長が承認していること。
（2） （公財）日本体育協会、（公財）日本ソフトボール協会の指導者資格以上を有していること。
（3） 教育的配慮とその指導を的確にできること。
（4） 監督として責任を負える力量があること。
（5） 学校教育の一環であることを周知していること。
（6） 学校および引率責任者との連携が密であること。
（7） 引率責任者を兼ねることはできないこと。
（8） 保険に入っていること。
（9） 積極的に高体連ソフトボール専門部と連携を密にすること。

３．手続き
（１）当該学校の校長は各都道府県の高体連ソフトボール専門部および都道府県ソフトボール協会に申請し、承認を得ること。

4． その他
（1） 上記の申し合わせ事項を遵守すること。
（2） 参加申込書に外部監督であることの有無を明記すること。
（3） 支障が出た場合は各都道府県高体連ソフトボール専門部に上申すること。
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